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【
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
】

　

健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病

の
予
防
と
し
て
一
定
の
取
組
を

行
う
方
が
、
特
定
一
般
用
医
薬

品
等
購
入
費（
※
）を
支
払
っ
た

場
合
は
、
通
常
の
医
療
費
控
除

と
の
選
択
に
よ
り
、
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る

医
療
費
控
除
の
適
用
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る

方
は
、
①
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
」
の

提
出
及
び
②
適
用
を
受
け
る
年

分
に
お
い
て
一
定
の
取
組
を
行

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
の
提
出
又
は
提
示
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※ 

特
定
の
一
般
用
医
薬
品
等
購

入
費
と
は
、
医
師
に
よ
っ
て

処
方
さ
れ
る
医
薬
品（
医
療

用
医
薬
品
）か
ら
薬
局
な
ど

で
購
入
で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
に
転
用
さ
れ
た
医
薬
品

（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）

の
購
入
費
を
い
い
ま
す
。

● 

公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る

　

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

【
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ
〜
確
定
申
告
不
要
制
度

の
お
知
ら
せ
〜
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で

あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
領
収
書
は
５
年
間
保
管
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

１　

提
出
が
不
要
と
な
る
領

収
書
に
は
、
医
療
費
控
除
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
医
師

等
が
発
行
し
た
証
明
書
は
除

き
ま
す（
例
：
お
む
つ
使
用

証
明
書
、
在
宅
介
護
費
用
証

明
書
な
ど
）。

※ 

２　

平
成
31
年
分
の
確
定
申

告
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
領

収
書
の
添
付
又
は
提
示
に
よ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

● 

医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細

書
の
提
出
義
務
化
に
つ
い
て

【
医
療
費
控
除
を

 

適
用
さ
れ
る
方
へ
】

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
医
療
費
控
除
は
領
収
書
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
領
収
書
の
提
出
の
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
、

税
務
署
か
ら
記
入
内
容
の
確
認

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
場
合
や
確
定
申
告
書
の
提

出
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除

（
例
え
ば
、
純
損
失
や
雑
損
失

の
繰
越
控
除
な
ど
）の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
確
定
申
告
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
分
以
後
は
、

外
国
の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に

お
い
て
支
払
わ
れ
る
年
金
な
ど

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

● 

お
問
い
合
わ
せ　

中
之
条
税

務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
０
２
７
９
・
７
５
・
９
０
６
６

　

年
末
は
犯
罪
や
交
通
事
故
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
犯
罪
・
事
故
を
防
止
し
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
「
年
末
特
別
警

戒
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
運
動
の
重
点

• 

多
額
の
現
金
を
扱
う
際
や
夜

間
金
庫
を
使
用
す
る
際
は
、

特
に
周
囲
に
注
意
す
る
。

• 

夜
間
は
人
通
り
の
少
な
い
道

は
避
け
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携

帯
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
防

犯
を
心
が
け
る
。

• 

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
電
話
で
お
金

を
要
求
す
る
話
や
医
療
費
な

ど
の
還
付
金
の
話
が
で
た
ら
、

詐
欺
と
疑
い
、
家
族
や
警
察
、

市
町
村
担
当
課
に
相
談
す

る
。

• 

短
期
間
の
外
出
で
も
必
ず
戸

締
ま
り
を
し
、
在
宅
中
で
も

玄
関
な
ど
の
鍵
を
掛
け
る
。

• 

車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

ず
鍵
を
掛
け
、
自
転
車
に
は

二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

• 

夕
方
や
夜
間
に
外
出
す
る
際

は
、
反
射
材
を
活
用
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け

る
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

☎
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　

内
線
３
０
３
２

年
末
特
別
警
戒

12
月
11
日
〜
31
日

〜
税
務
署
か
ら
の

 

お
知
ら
せ
〜

《お問い合わせ》
県庁生活文化スポーツ部
　 スポーツ振興課　☎027－226－2081
県ホームページ　http://www.pref.gunma.jp

ニューイヤー駅伝2018 in ぐんま
～第62回全日本実業団対抗駅伝競走大会～

　ニューイヤー駅伝2018 in ぐんまは、2018年１月１日午前９時15

分群馬県庁をスタートします。

　日本のトップアスリートが集結し、熱き戦いを繰り広げるニューイ

ヤー駅伝inぐんまが新春の上州路を舞台に繰り広げられます。

　なお、大会の模様は、ＴＢＳ系列28局フルネットで午前８時30分

より６時間生中継されます。

　群馬県民の皆さん、是非ご声援ください。

※ 大会当日は、交通規制にご協力をお願いします。

information



平成29年12月１日13

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿

業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
又

は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

● 

お
問
い
合
わ
せ　

群
馬
労
働

局
労
働
基
準
部　

労
災
補
償

課　

☎
０
２
７
・
８
９
６
・

４
７
３
８

　

働
く
意
欲
は
あ
る
が
、
働
く

こ
と
に
対
し
て
悩
み
を
抱
え
る
、

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
者

（
現
在
、
在
学
中
で
な
く
、
仕

事
を
さ
れ
て
い
な
い
方
）と
そ

の
家
族
を
対
象
と
し
た
サ
ポ
ー

場
合
は
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
安
易
に
貸
し
て
し
ま

う
と
大
量
の
ゴ
ミ
を
不
法
投
棄

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

不
法
投
棄
し
た
人
が
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
合
、
撤
去
す

る
資
力
が
な
い
場
合
は
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
が
片
付
け
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に
、

土
地
や
建
物
を
貸
す
と
き
に
は
、

①
借
り
主
、
事
業
内
容
、
貸
借

期
間
、
返
却
条
件
な
ど
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
②
口

約
束
に
し
な
い
で
、
必
ず
書
面

で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
③
定
期

的
に
見
回
り
を
し
て
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

● 

通
報
先

　

産
業
廃
棄
物
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
８ハ

１イ

・
５ゴ

３ミ

２ツ
ー

４ホ
ー

　

ま
た
は
、
吾
妻
環
境
森
林
事

務
所
総
務
環
境
係（
☎
０
２
７

９
・
７
５
・
４
６
１
１
）

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

●
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

 
啓
発
週
間
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
一
週

間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
は
、国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
問
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。解
決
の
た
め
に
は
、こ
の
問

題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
警
察
署

　

☎
０
２
７
９
・
６
８
・
０
１
１
０

　

土
地
や
建
物
を
他
人
に
貸
す

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

開
所
日
時　

ぐ
ん
ま
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

月

〜
金
曜
日
、
第
２
・
４
土
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

● 

所
在
地　

前
橋
市
千
代
田
町

２

－

５

－

１　

前
橋
テ
ル
サ

５
階

● 

内
容　

職
業
・
社
会
的
自
立

を
図
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
講
座
・
職

場
体
験
な
ど
、
個
別
・
継
続

的
な
サ
ポ
ー
ト

●
費
用　

無
料

● 

利
用
方
法　

電
話
で
予
約

● 

お
問
い
合
わ
せ　

ぐ
ん
ま
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
２
７
・
２
３
３
・
２
３
３
０

※ 

太
田
市
内
に
は
「
東
毛
常
設

サ
テ
ラ
イ
ト
」が
あ
り
ま
す
。

○ 

放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○ 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○ 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○ 

卒
業
す
れ
ば
学
士（
教
養
）の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○ 

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円（
入
学
金
は

別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科

目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

○ 

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

○ 

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と

呼
ば
れ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８

５
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○ 

出
願
期
限
は
、
３
月
20
日
ま

で
。

information
くらしの情報

12
月
10
日
か
ら
16

日
は「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週

間
」で
す

年
末
に
向
け
て
、不

法
投
棄
に
ご
用
心

く
だ
さ
い

「
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い

中
皮
腫
や
肺
が
ん

な
ど
、石
綿
に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済

に
つ
い
て

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ
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国
民
年
金

information
くらしの情報

　

国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と

き
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、働
い
て
い
る
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、す
で
に
就
職
し
て
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、第
２
号
被
保
険
者
と

し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い

ま
す
の
で
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

○
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

• 

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
す

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
、安
定
し
て
お
り
、年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
ま
す
。

• 

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　

年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金

の
ほ
か
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金

も
あ
り
ま
す
。障
害
年
金
は
、病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
受
け
取
れ
ま
す
。ま
た
、遺
族
年

金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」や
「
子
」）が
受
け
取
れ

ま
す
。

○ 「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　
「
納
付
猶
予
制
度
」　

•
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

•
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

な
お
、猶
予
を
受
け
た
期
間
は

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、老
齢
基

礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、10
年
以
内
に
保
険

料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必
要

で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を

申
請
さ
れ
る
方
は
、役
場
の
国
民

年
金
担
当
係
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金

課（
☎
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０

７
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

※この他の試験希望又は興味のある方は、下記までお問い合わせください。

沼田地域事務所 ☎0278-23-4111 自衛隊群馬地方協力本部　☎027-221-4471

平成29年度　自衛官等募集案内

つるしびな作りに必要な
生地を募集しています！

募集種目 資　　格 受付期間
（締切日必着） 試　験　日 試験会場 合格発表

高等工科     
学校生徒 一般 男子で中卒（見込含）

１７歳未満の人
11月１日～　
30年１月９日

１次
30年１月20日

１次
勢多会館（前橋市）

１次　30年１月26日
（１次合格後に２次試験等の連絡があります。）

防衛
大学校
学生

一般
（後期）

高卒（見込含）
21歳未満の人

（自衛官は、23歳未満）

30年１月20日
　　～１月26日

１次
30年２月17日

１次
勢多会館（前橋市）

１次　30年３月２日
（１次合格後に２次試験等の連絡があります。）

みんなでつるし雛を作って道の駅中山盆地に
飾ろう！　ボランティア募集中！
　農閑期の楽しみに、冬の趣味に、地域の仲間と集まって楽しくつ
るし雛をつくりませんか？できたつるし雛は道の駅直売所内おもて
なしホールに飾ります。
● 開催日　毎月第４月曜日（12/25・１/22・２/26）
　　　　　13:00～16:00（12/25のみ15:00まで）
●場所　道の駅「中山盆地」高山温泉ふれあいプラザ
●内容　つるしびなづくり（高山きゅうり・しいたけを中心に作ります）
●持ち物　裁縫道具（針・はさみ・ものさし・手芸用ピンセット）
●参加費　無料（材料はこちらでご用意します）
●予約　必要
● お申し込み・お問い合わせ　たかやま観光ナビ　えだまめ　戸井田
　 ☎0279－25－7690　（不在の場合、留守番電話にご用件・お名
前・お電話番号をお伝えください。３営業日以内に担当より折り
返しご連絡させていただきます。）

　わたしたち「おはりばこの会」は、道の駅
中山盆地につるしびなを飾るため、毎月第４
月曜日にふれあいプラザに集まり活動をして
います。そこで、正絹などのやわらかい生地
の着物や子どもの祝着等を集めています。タ
ンスに眠っている生地の寄付をお願いできま
せんか？頂いた生地はつるしびなとして再生
いたします。
●希望の色　緑・黄緑・黄・茶・クリームなど
●お預かり場所　高山温泉ふれあいプラザ
　　　　　　　　フロント
● お問い合わせ　たかやま観光ナビえだまめ
　☎0279－25－7690　担当：戸井田


